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はじめに

•飯舘村：75％が山林

•原発事故後の帰村農家
• 獣害（サルやイノシシ等）に悩まされている

•動物の行動や生息状況を把握したい

•山林で使えるLTE-WiFiカメラシステムの開発
• データロガーのデータ送信と画像取得

フィールドで実証実験

後の発表：LoRa中継通信システム



カメラシステムの構成

+ メッシュネットWiFi機能



Em50-WiFiカメラシステム

①ソーラパネルで本体の電池に
充電して主電源を確保

②メッシュWiFiユニットが本体
に内蔵

③カメラが本体に付属

④データロガー（オプション）

⑤温湿度計、雨量計、日射計、
土壌水分計などのセンサー
（オプション）



Em50-WiFiカメラの現地設置
2021-12-12＠小宮の山林



WiFiカメラの連携

Reolinkカメラ
（約１万円）

Micro-SD

Em50WiFiカメラ



Em50WiFiカメラによる画像

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/monitoringsite.html

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/monitoringsite.html


動画も記録可能

飯舘村山中に設置されたLTE-WiFiカメラ
（システムに繋がったReolinkカメラで撮影）

検索＝みぞらぼ

https://twitter.com/msrmz/status/1482192815874785282
https://www.google.co.jp/


過去の画像表示

https://twitter.com/msrmz/status/1478277169432625152

https://twitter.com/msrmz/status/1478277169432625152


Em50WiFiカメラの動作コントロール

・１日に１回10分間だけON
・11V以下になったら休眠



山林内の日射量



山林内の気温変化



山林内のデータロガーの電圧



考察：パネルの設置角度



結論

•積雪の多いこの冬期間でも、ソーラーパネルの容量
や設置角度、通信時間などを工夫することで、十分
に利用できる

•動物の行動や生息状況を把握するのに使えそう

福島から始まる復興農学
Resilience Agronomy Starting from Fukushima おーっ！

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/73yh.pdf
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/publec/ASA211109.html

